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分類名〔土壌肥料〕 

 
         古川農業試験場 

 

１ 取り上げた理由 

ドラフトなどの実験設備が不要なたい肥の簡易な分析法として，牛ふんたい肥のみを対象とし

たリン酸全量の分析法を，普及に移す技術第76号(参考資料)に提案したが，抽出条件を検討した

ところ，牛以外の畜種のたい肥にも適用範囲を拡大できることが判明した。また，牛ふんたい肥

の水分含量から簡便に加里全量を推定できることが明らかとなったので併せて参考資料とする。 

 

２ 参考資料 

１）表1の推定式を用いることで，希硫酸（0.4規定）で抽出されるリン酸（以下希硫酸可溶リン酸）

からたい肥中の全リン酸が推定できる。この方法では，酸分解工程を省略することができ，ド

ラフトなどの設備のない実験室でも分析が可能である。 

２）牛ふんたい肥の水分含量から加里全量を簡易に推定できる(表１)。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 利活用の留意点 

１）たい肥を現物のまま保管すると，水分や成分が変動するので分析用サンプルは風乾処理して保

管する(図３)。 

２）加里全量の推定法はたい肥化処理施設で製造された牛ふんたい肥にのみ推定が可能で，いわゆ

る「野積たい肥」には適用できない(図２) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（問い合わせ先：古川農業試験場 土壌肥料部 電話０２２９－２６－５１０７） 

たい肥のリン酸全量の簡易分析法及び加里全量の簡易推定法 

表１　リン酸全量・加里全量の推定式

対象畜種 目的成分 推　　定　　式

牛ふん・豚ぷんたい肥 リン酸全量(％) 希硫酸可溶リン酸含量(％)＋０．２４

鶏ふんたい肥 リン酸全量(％) １．１２×希硫酸可溶リン酸含量(％)＋０．４３

牛ふんたい肥 加里全量(％) －０．０７×(水分含量％)＋５．３３
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４ 背景となった主要な試験研究 

１）研究課題名及び研究期間  

  土壌機能増進事業 平成12～16年度 

２）参考データ 

ａ 供試たい肥：牛ふんたい肥15点，豚ぷんたい肥９点，鶏ふん13点 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３）発表論文等  

ａ 関連する普及に移す技術 

ａ）小型反射式光度計を利用した牛堆肥成分の簡易分析法（第 76 号参考資料） 

図１　希硫酸抽出リン酸とリン酸全量の関係
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図２　牛ふんたい肥の水分含量と加里全量の関係
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分析(注３)

２～３００ml程度の容器にとる(注１)

希硫酸(注２)１００ｍｌを加える

１時間振とうする

ろ紙(No.6)でろ過する

①ろ液１mlを25mlメスフラスコにとる
②蒸留水約15ml加える

③発色液(注４)5ml加える
④蒸留水で25ｍｌ定容，よく混合
⑤１時間程度放置後，420nmの吸光度を測定
　同様に処理した標準液から検量線を作成し，
　ろ液中のリン酸濃度を計算

(注１)　振とうした時に液漏れしないよう，ふたのしっか
　　　　りしたポリ容器等を用いる(ペットボトルが便利）
(注２)　希硫酸は０．４規定硫酸（濃度は厳密でなくともよい）
(注３)　図では，バナドモリブデン酸比色法を例示したが，
　　　　分析法は限定しない
(注４)　土壌のリン酸吸収係数の測定で用いる発色液
　　　　　土壌診断の手引きⅡ-45　参照

たい肥風乾物　　　１ｇ　(1000mg)

ろ　　液

測定値
　　Z(mg/L)

風乾物中の希硫酸可溶リン酸含量(%)
　　　＝　Z(mg/L)　×25(ml)　×100(ml)　×0.001　÷1000mg　×100％
現物中の希硫酸可溶リン酸(%)
　　　＝風乾物中の希硫酸抽出リン酸含量(%)　×　B÷A

図４　希硫酸可溶リン酸の分析手順
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図3　サンプルの乾燥法と水分含量の求め方


